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【今月の問い】 

Ｑ．ニュースダイジェスト               で紹介した以下の記事を読み、以下の①～③

について考えよう。 

 

教育支援を必要とする子 世界に２億人 

今年７月、米ニューヨークの国連本部で、子どもの教育の継続性について話し合うイベン

トが開かれた。国際基金が６月に出した報告書によると、世界で教育支援を必要とする子

どもや若者は２億 2,400 万人。昨年から今年にかけ、危機的な状況で教育機会が損なわ

れた児童や生徒の数が 100 万人以上増えた国は 12 か国あった。最多は約 712 万人も増

えたケニアで、干ばつなど気候危機の影響で家を追われた人が多い。クーデターを起こし

た国軍が全権を掌握しているミャンマーが約 711 万人増。干ばつなどが原因で約 552 万

人増えたタンザニア、約 482 万人増えたスリランカが続く。ロシアの侵攻を受けるウク

ライナは約 469 万人増え、増加数で５位となった。国連などは、子どもが苦境のもとで

も教育を受けられれば将来的な安全保障や経済発展につながるとして、支援を呼びかけ

ている。              （ニュースダイジェスト 2023 年９月４日より） 

 

① 世界の教育水準を維持するために、わが国にはどんなことができるだろうか？ 
 
 

 
 

 

② 学校教育だけでなく、家庭教育や社会教育を充実させるために何が必要だろうか？ 
 

 

 

 

 

③ わが国の教育達成率が危ぶまれるとしたら、どのような要因が考えられるだろうか？ 
 

 

 

 

※次ページの解説も参考にしよう！ 
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        質の高い教育をみんなに 

日本では、義務教育と位置付けられている初等教育と前期中等教育をほとんどの人が修

了します。しかし、世界を見渡してみると、中学校の学修過程を修了しない人が多数を占め

る国も少なくありません。例えば、サハラ以南のアフリカでは中学校の修了率は５割に満たな

い水準です。北アフリカ、中東などでも７割程度で、世界全体で見ると、中学校を終えられた

人は８割にも満たないのです。このまま対策が行われないと、2030年には8,400万人が学

校に通えず、３億人が基本的な計算と識字に問題を抱える事態になってしまうことが予想さ

れています。（＊1） 

どうしてこのような状態になっているのでしょうか。要因の一つに、まず気候変動が挙げら

れます。気候変動による洪水などで住む場所を奪われる人たちが毎年のように発生してい

ます。干ばつや洪水に見舞われてしまうと、農作物の収穫量が激減し、自分たちの食料だけ

でなく、それらを販売して収入を得ることができなくなってしまいます。また、地球が温暖化す

ることは、海の生物にも影響を与えます。海水温が上昇することで、海産物の生育に悪影響

が及ぶこともあります。また、海水の酸化は、貝類の発育を妨げることが知られています。 

また、戦争や紛争が行われている地域では、子どもたちの教育の優先順位が下がってし

まいます。教育よりも軍事費に多くの費用や人材が割かれることになるでしょう。もちろん、戦

闘によって命が奪われたり、町が破壊されたりすることもあります。 

さらに、新型コロナウイルスのパンデミックが発生して、オンラインで学習する環境が整備

されておらず、学校に行けなくなったことで学びの機会が奪われた人が多くいます。また、家

庭の収入が減ったことによって学校に通わせることができなくなったということもありました。

「国連SDGsレポート2022」（＊2）では、世界で1億4,700万人が対面指導を受けにくくなっ

たことなど、学習機会の喪失の危機が指摘されています。 

これらの問題を解決するために、まず気候変動を食い止めなければなりません。二酸化炭

素やメタンなどの温暖化ガスの排出は、先進国の生活を豊かにしてきた、これまでの産業の

発展の裏返しです。そして、その影響を受けているのは脆弱な立場におかれている人たちで

す。私たちの生活スタイルの変化が必要でしょう。 

戦争や紛争は、歴史、宗教、民族対立、政治など、さまざまな要因が絡み合ってしまうた

め、解決するのは非常に難しいと言えます。しかし、教育の機会が奪われてしまうことは、将来

世代での解決も難しくしてしまうかもしれません。 

このように「人」を育てる教育は世界の問題を解決し、持続可能な社会を構築するために

非常に重要なのです。 

＊1…https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development
/2030agenda/sdgs_report/ 

＊2…https://www.unic.or.jp/files/SDGs_Report_2022_Overview_Japanese.pdf 
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※ 北九州市立大学 地域創生学群 教授 眞鍋和博先生に、ゴール４について 
解説いただきました。 


